
基本理念

～より自由に～

～より平等に～

～より優しく～

本社会福祉法人は、歌志内市及び

関係諸団体との相互理解と協力関

係を基礎として、社会福祉の増進

を図るため、その責任を共に担い、

創造的な施設運営と在宅福祉の向

上に取り組んで参ります。

一人ひとりがその人らしく生きられる。

人としての尊厳を守り、守られて

安全、安心に生活すること。

共に生きる喜びを分かち合うこと。

〒073-0407 歌志内市字文珠244番地2

社会福祉法人 ほく志会

歌志内養護老人ホーム楽生園 広報委員会

TEL.0125-42-2468 FAX.0125-42-2847

平成二十九年 年女の皆さんです

真剣勝負！！どっちが勝つかな？

杉山ハツエさん 平田キクさん

『酉』の縁起について、ニワトリは人に時を報せる動物です。

また「とり」は「とりこむ」と言われ、商売などでは縁起

の良い干支です。

酉年生まれの人には、鋭い直観力や決断に迷いが無い・行

動力抜群・社交性があるといわれています。

今年も、世の中が色トリドリの幸せにうっトリ包まれます

ように。

よ～く混ぜます↓

子供たちと一緒にペンギンづくりです。

デコペン可愛くできました。 ペットボトルに色を塗っています。

材料を計ってます↓
スノードーム作ってます。

山崎沍子さん

『地域住民と共生する施設づくり』と運営方針により地域の方々との交流の場を広げていくという

目的から１月１０日(火)～１月１３日(金)の４日間、子供たちを対象に「子供手芸の会」を実施しま

した。歌志内市教育委員会、神威児童館の皆様の協力を得ながら、楽しく元気に活動する事ができま

した。今後も活動や交流を通じて、地域社会の人々との絆を強めることを目指します。
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可愛いペンギンができました。集中してます！ヤッター！のびのびスライム！
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古
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。



事 楽
平
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志
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養
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ホ
ー
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楽
生
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」
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

入
所
者
様
と
ご
家
族
の
皆
様
お
よ
び
地
域
の
方
々
や
関

係
諸
団
体
の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
理
解
と
多
く
の
ご
支

援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
ほ
く
志
会
は
平
成
18
年
に
養
護
老
人

ホ
ー
ム
楽
生
園
の
運
営
を
開
始
し
、
御
蔭
様
で
昨
年
の

４
月
に
満
年
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

平
成
26
年
４
月
に
施
設
の
建
物
・
設
備
を
歌
志
内
市

様
か
ら
譲
渡
し
て
い
た
だ
き
、
名
実
と
も
に
運
営
管
理

者
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。平

成
26
年
度
に
は
老
朽
化
に
よ
る
ボ
イ
ラ
ー
交
換
工

事
を
実
施
し
、
昨
年
度
は
屋
上
の
防
水
工
事
及
び
外
周

フ
ェ
ン
ス
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
、
入
所
者
様
の
安

全
で
快
適
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
の
施
設
設
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。

当
施
設
は
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営
を
基
本
と
し

て
、
原
則
、
自
立
生
活
が
可
能
な
方
々
を
対
象
と
い
た

し
ま
し
て
、
入
所
の
斡
旋
を
い
た
だ
い
た
各
市
町
村
（

実
施
機
関
）
様
か
ら
の
措
置
費
収
入
に
よ
り
運
営
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
入
所
者
様
の
高
齢
化
や

身
体
的
な
機
能
低
下
な
ど
へ
対
応
す
る
た
め
、
入
所
さ

れ
た
皆
様
に
少
し
で
も
長
い
間
、
当
施
設
で
の
生
活
を

続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平
成
25
年
か
ら
介
護
保
険

サ
ー
ビ
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の
一
部
導
入
（
特
定
施
設
事
業
所
と
訪
問
介

護
事
業
所
の
開
設
）
を
さ
せ
て
い
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だ
き
ま
し
た
。

介
護
事
業
開
始
以
前
は
、
要
介
護
状
態
が
進
行
し
、

当
施
設
で
の
自
立
生
活
が
困
難
に
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、

別
の
介
護
保
険
適
用
施
設
や
医
療
機
関
な
ど
へ
転
出
い

た
だ
く
か
た
ち
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
介
護
保
険

事
業
許
可
を
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け
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
長
く
当

施
設
で
の
生
活
を
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
施
設
定
員
百
名
の
う
ち
約
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名
の

方
々
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
ご
登
録
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ご
要
望
は
益
々

高
ま
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
当
法
人
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
よ
り
自
由
に
・
よ
り
平
等
に
・
よ
り
優
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
い
た
し
ま
し
て
、
地
域
の
医
療
介
護
福

祉
等
の
包
括
ケ
ア
の
推
進
に
積
極
的
に
参
画
・
連
携
し

て
、
地
域
の
皆
様
お
よ
び
楽
生
園
ご
利
用
の
皆
様
へ
更

に
質
の
高
い
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
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ご
提
供
す
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べ
く
、

職
員
一
同
、
努
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継
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し
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参
る
所
存
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ざ
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ま

す
。皆

様
の
更
な
る
ご
支
援
な
ら
び
に
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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◇敬老会

◇小学校交流会

◇もちつき大会 ◇のど自慢大会

◇幼稚園交流会

◇習字の会

◇楽生園運動会

◇豆まき

◇敬老会

行

◇丸加高原

◇パークゴルフ

ハンドベル演奏

を し ！む

◇クリスマス会
電線音頭だよ！ 誰かわかるかな？

二人羽織り ピコ太郎？

コスモスの前で一枚 ゴルフの後のジンギスカン

◇旭ヶ丘公園(芦別)

道の駅で休憩中

お猿さんに餌やりです
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